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令和 年度 京都大学化学研究所スーパーコンピュータシステム利用報告書

ゲノム情報を用いた微生物・ウイルスの生態と進化の研究

国立研究開発法人海洋研究開発機構海洋機能利用部門生命理工学センター

西村陽介

研究成果概要

昨年度に引き続き、京都大学化学研究所スーパーコンピュータシステムを利用してメタゲノ

ム・ゲノムデータを活用した微生物・ウイルスの生態と進化の研究を行った。

プラスミドの自己複製能に必須の遣伝子 repがコードするタンパク質 RIPの進化系統を分類

し、その中で最大のグループである WHドメインを持つ RIPの網羅的な系統解析を世界で初

めて報告し、プラスミドの進化と、宿主の系統や生息環境、抗生物質耐性遣伝子や代謝遺伝

子など保有する遺伝子の関係を明らかにした[l]。

また、ロドプシン遺伝子の進化とロドプシンを保有する微生物の生態に関する研究[2,4]、

RNAウイルスの自己複製能に必須の遺伝子である RdRpの進化に関する研究[4]を行い、論

文を発表した。
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